
　理想的な防災マニュアルとは，平常時に当事者が「被害
状況の認識」を行い，「問題点の洗い出し」，「防災対策の
検討と実施」，「分析・訓練等による対策の評価」を行うこと
により，「被害抑止」，「災害対応/被害軽減」，「最適復旧復
興計画」の三つの防災対策を明確なイメージを持って実施
できることで，総合的防災力の向上に寄与するものである．

理想的な防災マニュアルとは？

しかし
　　　　　　現行の防災マニュアルは
　　　　　災害発生直後からの利用が主目的

²お上指導型/提供型
²分厚い紙の印刷物

そのために

さらに

総合的防災力の向上に役立たない

次世代型防災マニュアル構想

総合的防災力を向上できる環境整備

・既存マニュアルの分析/評価

・目的別/ユーザ別編集

・当事者によるマニュアル作成/更新

機能

①問題点の洗い出し

②防災対策の検討

③対策の実施

④対策への評価

①主体　②サービス　③対策期　④⑤作業開始，終了時間
⑥発生業務量など

A．各項目ごとにINDEXを付加

B．マニュアルの構築
Hyper-text Database
Relational Database

C．インターネット
WWWブラウザだけで
利用可能

マニュアル環境

そこで

　本研究では
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総合的防災力の向上に貢献する
次世代型防災マニュアルの提案（1）

Proposal of New Style Disaster Manual 
for Improvement of Proper Disaster Countermeasures

◆被害抑止

◆災害対応/被害軽減

◆最適復旧/復興計画

²日常時からの対策で物理現象としての災害
　(Hazard)を社会や地域に負のインパクトとし
　ての被害(Disaster)に結び付けない努力

²被害発生後の適切な対応によって、その影
　響が広く波及することを防ぐ

²災害状況からの立ち上がりを迅速にするこ
　とで災害による負の影響を最小化する

²責任の所在が不明確
²対象組織/地域の特性把握が不十分
²検索性や更新性が悪い
²マニュアルの良し悪しが評価できない

理想的な防災マニュアルの効果イメージ
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²各項目間の関係や全体としての内容のバランスな
　どを様々な角度から合理的/客観的に判断できる．

u目的別/ユーザ別編集機能

u当事者による
　マニュアル作成/更新機能

主要機能概要

マニュアル作成/分析ツール
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画 u日常業務の延長上に考えら

　れる事柄に関する記載事項
　が多い傾向が見られる．

²右図のフローに従ってマニュアルを
　作成/更新することで，地域/組織の
　防災上の担当者が自分の問題点を
　把握することができる．

u既存マニュアルの分析/評価機能

²INDEXから必要な条件を任意に選択することによっ
　て，独自のマニュアルをリアルタイムに編集できる．

²完成した時点では，背景を含め対
　応業務の内容が理解されているの
　で，災害発生時にマニュアルなしに
　スムーズな対応ができるようになる．

²マニュアル分析/評価機能とマニュアル作成/更新機
　能を組み合わせることにより，災害対応業務の関係
　や関連情報が容易に入手できる．また既存マニュア
　ルの分析に基づいた項目の補充や事前対策による
　事後の仕事量の変化も評価できる．

①主体、②サービスから見た分析

①主体、④作業開始時間から見た分析

問題点の洗い出し
防災対策の立案

班員一人一人が独自
マニュアルを作成

比較検討

班のマニュアルが完成

マニュアル作成/分析
ツールからの関連情報

マニュアル作成/更新フロー

総合的防災力の向上に貢献する
次世代型防災マニュアルの提案（2）
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主体＝災害対策本部長で
編集したマニュアル

仕事内容がわかる

全体マニュアル

本当に仕事
が無いのか？

仕事/作業はあるが単に
見落としているだけなのか？

総合的な防災力の向上

危険性・災害状況を認識

被害抑止力向上

回避策の検討
ex. 補強をする，制度を作る

災害対応 /
被害軽減力向上

災害業務の効率化
ex. 安否確認

防災マニュアルの利用

①問題点の
　洗い出し

②防災対策
　の検討

③実施

④評価
INDEXごとの分析結果から
わかる仕事の空白部分
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時間の対応に関する記述が少ない．
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